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福
岡
正
夫
〃
カ
ル
ド
ア
氏
の
成
長
理
論
"

三
田
学
会
雑
誌
、

ー
九
六
ニ
年
八 

月
。
カ
ル
ド
ア
の
思
想
の
定
式
化
に
多
少
.

と
も
関
連
あ
る
も
の
と
し
て
、

.

A

m

, K. 

J. 
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技
術
進
歩
を
も
含
め
た
成
長
理
論
の
サ
ー
ヴ
エ
イ
と
し
て
は
、

.
 

wahn, F. 

H. and 

R. 

0
. 0. 

Matthews -
The 

Theory 
of 

Economic 

Growth.: 

A

 survey*、
economic Journal, 

Dec. 

1964.

こ
こ
で
あ
げ
た
文
献
は
勿
論
す
べ
て
で
は
な
く
、

一
 

部
で
あ
る
。

念
の
た
め

新刊
紹介

.

.
野

田

轉
 

ン
中
村
秀
ー
郎
贫

『

経
済
政
策
入
門』

.
 

-
 

*

'
.

最
近
、
経
済
政
策
に
：関
す
る
著
書
が
.次
々
に
刊
行 

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
す
で
に
本
誌
四
月
号 

v>

書
評
欄
に
述
べ
て
お
い
た
が
、
本
«
は
そ
の
あ
と 

韧
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

.

“
他
の
経
済
学
の
諸
分
野
と
同
様
に
政
策
論
も

マ
ル 

ス
主
義
的
な
考
え
方
と
、
厚
生
経
済
学
的
な
見
方 

ど
が
あ
る
の
だ
が
、
本
書
は
前
者
の
立
場
か
ら
、
原 

.

现
論
、
国
独
资
論
、
世
界
経
済
論
、■

日

本

経

.済

論

と 

四
大
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。'
従
来
、
.マ
ル
ク
ス 

経
済
学
の
政
策
論
は
、
過
去
の
政
策
や
具
体
的
な
個 

々
.'の
政
策
の
階
級
性
を
述
べ
る
こ
と
に
終
始
す
る
の 

■

が
多
い
な
か
で
、
本
書
は
ま
ず
野
田
教
授
が
原
理
論 

を
展
開
し
て
い
る
。：
こ
れ
は
、
従
来
の
マ
ル
瘙
政
策 

論
が
歴
史
的
分
析
と
同
じ
に
な
り
易
い
の
に
対
し
、
 

政
策
の
論
理
的
必
然
性
を
追
求
し
て
い
る
の
が
興
味 

深
い
。
と
く
に
、

淸
水
教
授
と
と
も
に
、

厚
生
経
済 

，
学

的

立

場

=

福
祉
国
家
的
立
場
を
，詳
し
く
紹
介
し
批 

:

判
じ
て
い
る
の
は
、：
そ
の
成
否
を
問
わ
ず
、
従
来
の 

マ
ル
経
政
策
論
よ
り
前
進
し
て
い
る
と
：考
え
ら
れ 

る
。-

.
 

.

へ

第

一

章
:.「

原
理
論」

で
は
、.
：政
策
と
.

理
静
：
政
策 

主
体
と
し
て
の
資
本
と
.

国
家
、

政
策
形
成
の
必
然

性
、
資
本
主
義
政
策
の
実
践
的
あ
り
方
な
ど
が
.展
開 

さ
れ
、

第
.

一
一
章
.

「

現

代

にお
け

る

経
済
政
策
論
で 

は
' 

第
一
章
の
政
策
原
理
が
ノ
帝
国
主
義
段
砠
丨
国 

独

資

段

階

で

ど

の

よ

ぅ

に

展

開

さ

れ

る

か

を

、

.'
ケ
ィ 

ン
ズ
主
義
、
.
-
1

ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
>

福
祉
国
家 

論
、
ィ
ギ
リ

.

ス
労
働
党
.の
政
策
を
と
り
あ
げ
分
析
し 

..

て
、
こ

れ
.
ら
'

政
策
の
限
界
を
示
し
て
い
る
。

.

第
三
章
へ「

世
界
経
済
と
経
済
政
策j

:

は
、
共
産
圏 

.

の
拡
大
と
旧
植
民
地
の
'
独

立

に

よ

：
っ

て

変

貌

し

た

.世 

界
経
済
体
制
に
お
け
る
政
策
へ
東
西
関
係
、
.南
北
問 

題

を

中

心

と

し

，て

、

ド

ル

防

衛

、

E

E

C

.、-
コ
メ
コ 

ン
な
ど
を
説
明
し
て
い
る
。

第
四
章
'「

日
本
経
済
と
経
済
政
策」

は
、

s

i

r
 

自
立
丨
>

成
長
と
進
ん
で
き
た
政
策
の
特
徴
と
、
そ
れ 

ら
の
政
策
が
、
安
定
成
長
、
重
化
工
業
化
♦
質
易
掀 

犬
な
ど
の
課
題
に
い
か
な
る
効
果
と
限
界
を
も
っ
た 

か
を
検
討
し
て
，い
る
".

全
体
と
し
て
、

手
頃
な
ま
と
.

ま
っ
た
本
で
も
■あ 

り
'

叙
述
も
な
か
な
か
巧
み
で
あ
る
。

部
分
的
に 

は
バ
国
独
資
の
説
明
で
ー
一
つ
の
立
場
が
混
在
し
て
い 

た
り
、
世
界
経
済
の
説
明
に
不
満
が
な
い
で
も
な
い 

が
、.

ま
ず
成
咏
し
た
本
と
い
え
よ
ぅ
。

マ
ル
経
政
策 

論
を
ハ
ゾ
.

デ
ィ
に
知
れ
る
好
著
で
あ
る
。(

有
斐
閣
•
 

B

6
 

•
 

二
三
四
頁
，
三
六
〇
円)

丨
加
藤
宽
丨

永

原

慶

二

編

1

.『

H
本

経

済

史

大

系

,2
.
中
世』

'
.
.

本
書
の
，構
成
は
、
序

章

ポ

世

経

，済
史
総
論
、
第

，一
章
荘
園
領
主
経
済
の
構
造(

以
上
一
一
編
永
原
慶 

ニ
氏)

、

第
一
一
章
農
村
の
発
達
と
領
主
経
済
の
転 

換

(

網
野
善
彦
氏)
、
第
三
章
産
業
の
分
化
と
中
世 

商
業

(

佐
々
木
銀
弥
氏)
、
第
四
章
室
町
嵇
府
経
済 

の
構
造(

桑
山
浩
然
氏)
、
第
五
章
'
 

大
名
領
国
の
経 

済
構
造

(

藤
木
久
志
氏)

、
第
六
章
中
世
海
外
贸
易 

の
性
格(

田
中
健
夫
氏)

、
の
七
編
か
ら
な
る
*
著
若 

は
い
ず
れ
も
中
堅
か
ら
若
手
の
、
学
界
の
第
一
線
で 

活
躍
す
る
世
代
で
あ
り
、
現
在
の
中
世
経
済
史
の
水 

準
を
示
す
著
書
と
し
て
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
次
第
で 

あ
る
。

全
体
を
通
じ
て
の
論
旨
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
特 

.

に
明
示
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
や
は
り
暗
黙
の
内
に 

も
序
章
で
示
さ
れ
て
い
る
永
原
氏
の
見
解
が
枢
軸
と 

だ
っ
て
い
る

よ

ぅ

に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
は
、

ま 

ず
、
日
本
経
済
史
に
お
け
る「

中
世」

を
、
農
奴
制 

を
基
盤
と
す
る
地
域
的
封
建
領
主
制
の
展
開
期
と
し 

て
、.
そ
の
前
後
の
時
代
か
ら
区
分
す
る一

方
、
中
世 

前
期==

院
政
成
立
期
4

鎌
倉
末
期
、
中
世
後
期
"
南 

.

北
朝
内
乱
期—

>

 

戦
国
末
期
と
し
、
つ
い
で
、
そ
れ
ぞ 

れ
の
時
期
に
お
け
る
農
業
生
産
と
領
主==

農
民
関 

係
、
■

お
よ
び
.経
済
の
循
環
構
造
を
明
ら
か
に
さ
れ
て 

い
る
。
前
期
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、
获
園
制
が
経 

済
社
会
の
構
造
の
銮
軸
を
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ 

り
、
荘
園
内
部
で
は
、
標
準
的
農
民
と
し
て
の
名
主 

の
経
営
が
銮
本
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
低
位
の
生
産
.
 

性
と
市
場
の
欠
如
と
い
ぅ
条
件
の
下
で
は
封
鎖
的
な 

自
給
性
を
示
さ
ざ
-

る
を
え
な
か
っ
..

た
。
加
え
て
泊
園 

領
主
層
の
農
業
生
産
に
対
す
る
無
関
心
*
無
能
力
さ 

は
、
前
後
の
時
代
に
比
べ
て
特
徴
的
で
、
生
産
力
の
’



発
展
は
き
わ
め
て
緩
慢
で
あ
づ
た
。
た
だ
，、
都
市
に
-
, 

お
い
て
は
、
莊
園
年
貢
の
余
剰
が
個
別
的
に
’散
在
す 

■る
市
場
を
通
じ
て
流
通
し
た
が
、
：農
民
と
市
場
と
の 

結
び
つ
き
は
な
く
、
都
市
市
場
で
取
引
き
さ
れ
る
エ
y 

装
n
lに
し
て
も
、
む
し
ろ
高
級
品
が
.主
で
、
そ
の
生 

産
と
消
毀
の
過
程
も
、
農
村
市
場
を
媒
介
と
し
て
い 

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

.

他
方
：
南
北
朝
期
以
後
の
後
期
に
あ
っ
て
は
、
名 

主
経
営
が
解
体
し
て
、

「

苜
姓」

層
に
よ
る
小
経
営 

に
生
産
の
迤
軸
が
移
り
、
荘
圈
領
主
に
代
っ
て
在
地 

領
主
に
よ
る
地
域
的
農
民
支
配
H
農
奴
制
が
広
汎
に 

展
開
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
货
園
領
主
制
や
、
そ
れ
疋 

:

密
着
す
る
流
通
の
メ
力
一
一
ズ
ム
も
変
質
.
解
体
す 

る
。
そ
れ
に
代
.っ
て
、
農
業
生
産
カ
の
発
展
に
支
え 

ら
れ
た
地
方
に
お
け
る
分
業
と
交
換
の
発
展
、
'さ
ら
.

.に
は
そ
れ
に
伴
ぅ
貨
幣
流
通
の
拡
大
が
み
ら
れ
る
。
 

畿
内
を
中
心
と
し
た
先
進
地
と
、：
後
進
地
と
の
経
済 

的
発
展
の
地
域
差
が
明
確
に
な
っ
て
来
る
の

も
と
の 

時
期
で
あ
る
。

座
商
人
を
通
じ
て
で
あ
れ
、
中
央 

地
帯
の
.農
民
は
商
品
交
換
関
係
に
ま
.き
こ
ま
れ
、.
ま 

た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
地
方
経
済
の
封
鎖
性
は
解
体
し 

始
め
-る
。
た
だ
こ
の
際
、
地
方
に
お
け
る
商
品
流
通 

の
進
屁
に
お
い
て
は
、
中
央
地
带
に
お
け
る
そ
れ
と 

異
な
っ
て
、
市
場
と
接
触
を
持
つ
よ

ぅ

に

な

る

農
民 

階
層
が
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。
領
主
層
も
こ
の
期
に
は
、
前
期
と
は
異 

な
っ
て
領
内
の
経
済
的
発
展
に
関
心
を
持
ち
、
典
型 

的
に
は
戦
国
大
名
に
み
ら
れ
る
如
く
、
ま
た
'
戦
国 

大
名
を
俟
た
ず
と
も
、
在
地
領
主
層
に
よ
っ
.て
示
さ 

れ
る
如
く
、
農
業
.生
産
の
安
定
と
農
民
保
護
に
関
す

.る
対
策
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
.
：•
.
：

以
上
の
よ
う
に
：「

中
世」

.
を
と
ら
え
る
基
軸
に
沿 

っ
て
第
一
章
以
下
の
各
論
が
.展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ 

こ
で
は
、
特
に
個
々
に
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 

が
、
第
二
章
に
お
い
て
は
、
中
世
の
農
村
と
農
民
経
.
. 

営
の
発
展
が
生
き
生
き
と
し
た
表
現
に
よ
.っ
て
描
ヵ 

れ
て
い
る
。
ま
た
第
三
章
で
は
、
中
世
の
商
品
流
通 

钇
、
農
村
史
或
い
は
荘
園
史
の
研
究
諸
成
.果
と
か
ら 

ま
せ
つ
つ
、
'
そ
の
重
層
的
•
求
心
的
_ •
特
権
的
性
格 

が
.明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
独
立
的
に
取
り 

扱
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
の
分
野
の
研
究
を
正

し
い 

路
線
に
の
せ
.よ
う
と
す
る
著
者
の
意
図
を
窺
い
え
よ 

う
。
-第
四
章
で
は
、
室
町
幕
府
経
済
と
い
う
重
要
に
. 

し
て
研
究
困
難
な
.、
従
っ
て
業
績
の
甚
だ
少
な
い
問
：
 

題
に
光
を
あ
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
こ
こ
で
は 

「
料
配」

=
=幕
府
直
轄
領
経
営
が
と
り
上
げ
ら
れ
.て

い

. 

る
。
第
五
章
で
は
、
' 中
世
と
近
世
と
の
橋
渡
し
へ
；を
な 

す
戦
国
大
名
が
対
象
と
な
り
、
大
名
権
力
の
収
^
体 

系
、
直
轄
領
の
存
在
形
態
、
領
域
経
済
圏
の
構
造
、

農
民
闘
争
、
城
下
町
の
創
設
と
い
っ
た
諸
特
徴
が
論
、，
 

じ
ら
れ
て
い
る
。
第
六
章
は
、
主
と
し
て
対
中
国
大 

陸
閲
係
で
あ
る
が
、
特
に
明
帝
国
成
立
期
の
室
町
幕 

府
を
、
国
際
関
係
と
い
う
視
野
か
ら
論
じ
た
一
節
は 

興
味
深
い
問
題
を
提
供
し
て
い
る
。

総
じ
て
本
書
は
、'
.概
説
書•

入
門
書
ヤ
は
な
く
、
 

.，そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
よ
る
高

度

の
専
門
論
文
か
ら 

な
っ
て
居
り
、
読
む
に
際
し
て
は
そ
れ
な
り
の
覚
悟 

は
必
要
で
，あ
る
。
た
だ
、
経
済
史
と
い
っ
て
も
、
.
こ 

'
こ
で
は
社
会
構
成
史
的
視
角
が
贯
か
れ
て
い
る
"

一
 

つ
だ
け
望
む
と
こ
ろ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
前
後
の
'時

九
〇

(

六
九
〇)

•

代
、
.す
な
わ
ち
、
.古
代
お
ょ
び
近
世
と
の
連
続(

又 

は
非
連
続)

.
に
つ
；い
て

で

、

広
い
視
野
か
ら
の
提
言 

が
な
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

(

東
京
大
学
出
版
会
.

A

s

.三
一
一
三
頁

•

九

〇
〇 

円)

.
'
' 

—

速

水

融

I
 

* 

*
. 

*
.

白

石

孝

一掘 

土
屋
六
郎
き

『

国
際
協
力
と
日
本
経
済』

，
本
書
の
意
味
，
内
容
は
、
非
常
に
明
確
に
、
短
い
は 

し
が
き
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「

わ
が 

国
の
高
度
成
長
は
今
や
ひ
と
つ
の
転
期
に
達
し
た
。

■…
…

ま
た
開
放
体
制
へ
の
移
行
は
、
き
び
し
い
国 

際
環
境
を
ま
え
に
し
て
、
わ
が
国
経
済
の
体
質
改
善 

を
強
く
求
め
つ
つ
あ
る
。
わ
れ
わ
'れ
の
共
通
の
関
心 

も
、
' ま
さ
に
こ
う
し
た
わ
が
国
の
現
状
に
対
し
て
、
 

わ
れ
わ
れ
の
進
む
べ
き
道
と
そ
こ
に
横
た
わ
る
諸
問 

題
を
明
ら
か
に
し
、
新
し
い
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

確 

立
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る

と

い
.い
う
る

で
あ
ろ
う
ご 

か
か
る
課
題
を
、
本
書
で
は
、
日
本
と
世
界
と
の 

.接
点
の
集
約
的
表
現
で
あ
る
国
際
収
支
、
質
易
構
造 

に
中
心
を
お
き
，
理
論
的
•
実
証
的
分
析
の
双
方
か 

ら
、
し
か
も
広
い
視
野
に
立
っ
て
と
ら
え
、
十
分
な 

る
解
明
を
行
な
い
、
政
策
的
方
向
づ
け
を
与
え
て
い 

る
。

.

ま
ず
、
総
論
.
-»
世
界
経
済
の
動
向
と
日
本
経
済
の 

政
策
的
^.
題」
(

赤
松
要
教
授)

.で
、
わ
が
国
の
国
際 

的
環
境
に
目
を
む
け
、
長
期
的
な
世
界
経
済
の
展
開

と
そ
の
論
理
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
中
で
の
日
本 

の
と
る
ぺ

き

方

向

•
政
策
的
課
題
が
明
示
さ
れ
て

い 

る
。
と
く
に
こ
の
論
文
は
、'
赤
松
要
教
授
が
最
近
刊 

行
さ
れ
た
名
著『

世
界
経
済
論』

.

(

国
元
書
房)

の
工 

ツ
セ
.

ン
ス
.
と

も

い

ぅ

べ

き
も
の
.で
注
目
に
値
し
、

一 

つ
の
大

き

な
パ
ー
ス
ベ
ク
テ
ィ
ブ
が
与
え
ら
れ
る
の 

で
あ
る
。

.

第
一
部
4
国
際
収
支
の
分
析
と
そ
の
.対
策」

で 

は
、
■
わ
が
国
の
国
際
収
支
の
短
期
的
循
環
お
よ
び
率 

済
成
長
と
.の
関
速
が

、

実

証

的/-
理

論

的

に

分

析

さ 

れ
て
い
る
。
：
こ
こ
，に
は
三
つ
の
論
文
が
か
か
げ
ら
れ 

て
い
る
が
.、

「

罾
気
変
動
、
引

締
政
策
お
よ
び
国
際 

収
支
1-
と
題
し
て
と
く
に
経
济
活
動
水
準
と
国
際
流 

動
性
準
備
と
の
フ
ィ—

K-
バ
ツ
ク
.
シ
ス
テ
ム
に

m
 

点
を
膣
い
て
突
証
殳
rr
を
行
な
っ
た
渡
部
福
太
郎
教 

授
の
論
文
、「

高
度
成
長
と
国
際
収
支」

に
関
し
、
日 

本
の
高
度
成
長
が
国
際
収
支
の
大
幅
な
赤
字
を
も
た 

ら
さ
な
か
0
た
の
は
何
故
か
を
、
所
得
効
來
•
価
格 

効
來
•
偏
向
成
長
効
来
か
ら
究
明
し
て
い
る
土
屋
六 

郎
教
授
の
論
文
、
. 

'

「

開
放
体
制
下
に
お
け
る
国
際
収
: 

支
対
策」

を
签
本
的
“
長

期

的

に

国

内

！

§

給

ギ

、ャ
ツ 

プ
す
な
わ
ち
■
内
成
長
余
力
あ
る
い
は
産
出
供
給
力 

.の
増
強
よ
り
と
ら
え
、
モ
デ
ル
的
•
統
計
的
，に
分
析 

し
た
海
老
沢
道
進
氏
の
論
文
の
い
ず
れ
も
が
、
興
味
. 

.あ
る
注
目
さ
る
.べ
き
も
の
で
あ
る
。

第
二
部
で
は
、
国
際
収
支
の
構
成
項
目
の
ぅ
ち
で 

も
中
心
的
な
貿
易
収
.支
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

「

贸
易
' 

構

造

の

分

析

と

そ

の

：，対

策

」

'が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
白
石
孝
教
授
が
、.
世
#
お
よ
び
日
本
の
贸
易 

構
a
の
変
化
、.
国
際
市
場
構
造
の
変
化
を
実
証
的
に

新

-
刊
.
一.紹

.
介

.
:ニ

.
,
.
:
入

解
明
し
、
わ
が
国
の
輸
出
構
造
高
度
化
の
目
標
を
明 

示
さ
れ
る
。
つ
い
で
丸
茂
明
則
氏
.が
、
戦
後
に
お
け
る 

わ
が
国
の
貿
易
構
造
の
特
徴=

中
進
国
的
貴
易
構
造 

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
か
ら
の
脱
皮
が
. 

ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
か
'
そ
：れ
が
わ
が 

国
の
輪
出
入
の
将
来
に
.ど
う
影
響
す
る
か
を
考
察
し 

て
い
る
。
さ
ら
に
藤
井
茂
教
授
が
、
よ
り
本
質
的
な 

意
味
に
お
い
て
贸
易
政
策
を
'と
ら
え
、

「

贸
易
構
造 

政
策
の
体
系
と
課
題」

を
、
対
内
的
、
対
外
的
贸
扇 

構
造
政
策
の
一
一
つ
の
方
向
か
ら
、
日
本
経
済
の
荛
展 

を
対
像
に
、
興
味
あ
る
究
明
を
な
さ
れ
て
い
る
。

第

三

部「

国
際
.経
済
協
力
と
日
本
経
済」

で
は
、
 

一
部
.
一
一
部
で
の
日
本
に
着
目
し
て
の
考
察
か
ら
、 

.視
野
を
や
や
拡
大
し
、
.世

界

.の

中

で

の

日
本
を

と
ら 

次
長
期
的
.
本
質
的
意
味
で
.は
、
.世

界

経

済

の

調

和 

的
発
展
な
く
し
て
は
日
本
経
済
の
発
展
も
あ
り
え
な 

い
こ
と
か
ら
、
国
際
金
融
而
へ
鈴
木
浩
次
氏)

と
国 

際
贸
易
而(

片
山
謙
ニ
教
授)

に
お
け
る
国
際
経
済 

協
力
が
分
析
さ
れ
て
お
.り
、
：
と
く
に
.そ
の
中

で
わ
が 

国
の
地
位
と
果
す
ベ
き
役
數
が
ヨ
胄
さ
れ
て
い
る
◊

.-
■さ
ら
に
補
論
と
し
て
、
白
石
教
授
に
よ
る
.

「

国
際 

経
済
の
.動
向
と
そ
の
理
論」

が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い 

■る
。
国
際
経
済
学
が
古
典
派
以
来PoliticalE

各no- 

m
y

の
伝
統
を
も
ち
、
現
実
的
諸
問
題
に
解
答
す
る 

こ
と

^-
主
要
課
題
と
し
て
き
た
と
す
れ
ば
、
十
分
な 

る
現
実
的
政
策
論
議
を
：行
な
う
た
.め
に
も
、
国
際
経 

済学の潮流、と
れ
迄
の
の
理
解
が
必

5?
と
さ 

れ
よ
う
。
こ
.の
意
味
で
、

こ
.
の

補
論
は

不
可
欠

の
も 

の
で
あ
り
、
短
か
い
:%
の

で

は

あ

る

が

、

す
ば
.ら
し 

い
展
望
と
な
っ
て
い
る
。

.
,
.

最
後
に
基
本
文
献
案
内
と
し
て
、
今
後
の
研
究
の 

た
め
の
文
献
紹
介♦
解
題
が
な
さ
れ
て
お
り
、
非
常 

に
便
利
で
あ
る
。

か
ょ
ぅ
に
本
書
は
、
講
座
現
代
の
経
済
政
策
の
第 

四
卷
と
し
て
、

緊
急
か
つ
蜇
要
な
問
題
を
、
非
常
に 

パ
ラ

ン

ス

の

と

れ

た
構

成

、

す
ぐ
れ
た
執
筆
者
を
も 

，
っ
て
、
.解
明
し
つ
く
し
た
も
の
で
あ
り
、
転
期
に
立 

つ
わ
が
国
経
済
の
政
策
的
課
題
に
ひ

と

つ
の
觅
要
な 

指

針

を

与

ぇ

る-%
の
と
思
わ
れ
、
か
か
る
問
題
に
関 

心
あ
る
.す
べ
，て
の
.人
々
に
一
読
を
お
す
す
め
し
た

、
-o

 

.

I
V

日
本
経
済
の
転
換
期
論
、
開
放
体
制
、
自
山
化
へ 

の
移
行
、
国
際
協
力
の
要
請
と
い
っ
た
問
題
に
つ

い 

て
、
た
だ
レッ

テ
.ル
だ
け
に
お
、ど

ら

さ

れ

る

こ

と
な 

く
、
そ
の
本
質
的
意
味•

内
容
を
理
解
し
、
周
到
な 

る

理

論

的

、
.実

証

的

分

析

に

も
と
づ
^

/

今
後
の
方 

■向
、
と
る
べ
き

施
策
が
考
慮
さ

る

べ

き

で
あ
り
、
か 

か
る
反
省
に
本
書
が
役
立
つ
こ

と
を
期
待
し
て
や
1 

な
い
。
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